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明けましておめでとうございます。 

昨年もたくさんの方々にご利用いただき、10 月には、開館以来 50 万人を達成しました。

ありがとうございます。本年も職員一同、試行錯誤しながらたくさんの本と出合えるように

努力してまいります。本年もどうぞよろしくお願いいたします。みなさまのご来館お待ちし

ております。 

 今年の干支は、鼠
ねずみ

＝子
ね

ですね。十二支の中で 1 番になった動物です。みなさんは、鼠がど

うやって一番になったのか知っていますか。 

むかしむかし、かみさまは動物たちにおふれをだしました。「正月の朝、御殿にくるように。

そこで 12 番目までに入った動物を、順番に 1 年ずつその年の大将にする」と。それを聞いた

動物たちは自分が一番のりだと大騒ぎ。はしゃぎすぎた猫は、鼠に聞くが 2 日だとだまされ

てしまい、13 番目になってしまいます。鼠はというと、牛の背中に乗ってのんびりと。牛は

自分が 1 番になったと思っていたら、門が開いたすきに鼠が飛び込んでしまい鼠が 1 番にな

ったということです。体は小さいけれど賢いですね。(笑) それで「子・丑・寅・卯・辰・巳・

馬・未・申・酉・戌・亥」の順番になったそうです。 

このお話は「十二支のはじまり」という題名で文や絵、出版社などが違って、何十年と親

しまれている昔話です。子の今年はどんな年になるでしょうか？みなさんにとって素晴らし

い 1 年になりますように！！                    ｂｙ チッピー 
 

《 図書館カレンダー 》   印は、休館日です。 

★ 開館時間 午前 9時 30 分～午後 6 時 ★ 
 

☆ ２０２０年 １月 ☆           ☆  ２月  ☆ 
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★ 子ども映画会 ★ 

１月１１日（土）11：00 ～ 11：40 

アニメおじゃる丸スペシャル 

『 さらば まったりの日々よ 』 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

★ 図書館員のひとり言 ★ 

 『慈雨』 安岡 章太郎 ／  著  世界文化社 

本を読んでいると不思議なめぐり合わせに驚くことが時々あります。最近、ちょっとびっくりし

たことがありましたので紹介しようと思います。 

久しぶりに、庄野潤三の作品を読みました。その中に「プールサイド小景」という短編があり、

内容は、「プールに子供たちを連れて来ているお父さんを、夕方お母さんがお迎えにきている幸せそ

うな家族が描かれていますが、実はお父さんは会社を辞めていた…。」というものが淡々を書かれて

いました。 

この作品を読んだ後、私は、出かけた先でちょっと時間があったので、近くの図書館に入りまし

た。いつもは利用しない図書館に行って、書架をあちこち見るのは本当に楽しいものです。よその

お家に来た気分で、児童書、郷土資料、自然科学、小説、エッセイ…と、ここまで見て回ったとき

に、ふと目に付いた一冊の本の背表紙が、安岡章太郎の『慈雨』。手に取ると龍の絵が表紙に描いて

ある渋い装丁です。閲覧席に座って、おもむろにページを開いて、私は、思わず「あっ」と声を上

げそうになりました。それは、数日前に読み終わった「プールサイド情景」を書く構想を庄野潤三

が安岡に話した場面が書かれていたからです。そして、作品を読んだ安岡氏は感想も述べています。

「こんな偶然ってあるのかしら…」たまたま入った図書館であったこともその驚きを大きくしてい

ました。早速、北茨城市立図書館で、この本の所蔵をその場で所蔵確認しましたが、所蔵しており

ませんでした。残念！                         by ビクトリア 

『 死ぬんじゃねーぞ！！ 』 

～ いじめられている君はゼッタイ悪くない ～ 

一般書３７１ナ 中川 祥子 ／ 著  文藝春秋 
 
 「死ぬんじゃねーぞ！！」この言葉は、ＴＶ「ポケモンの家あつまる？」でおなじみ

の「しょこたん」こと、中川翔子さんが自分のライブ会場でいつも叫んでしまう言葉だ

そうです。会場に来てくれたお客さんへの感謝の気持ちが最高潮に達したときに「みん

な、次に会う時まで誰一人・・死ぬんじゃねーぞ！！」と…。 

 中学生の時、いじめを受けていた中川さん。「死にたい！」と思い死のうとまで考えた

時もあったそうです。「あの時、死ななかったからこそ、こうして奇跡の瞬間に巡り会え

た」と綴っています。 

 一度きりの人生…。生きている間はつらい事、悲しい事もたくさんあります。 

 しょこたんの言葉で 
 
    ‘あなたの時間はあなたのもの。 

     あなたの命もあなたのもの。 

     誰にも奪うことはできない’とあります。 
 
生きていればその先にはきっと輝く未来があります。 

 この本の中に「隣る人」と言う言葉が出てきます。「絶妙な距離感で子供たちを見守り、

寄り添い続ける存在」で「隣る人」だそうです。 

 私も傷ついた人に寄り添える「隣る人」になれるように心がけたいと思います。 

 この本を読んで一人でも多くの方にしょこたんの想いが届きますように… 
 
                           ｂｙ ねこのしっぽ 

 

 

★ ＹＡＢＯＯＫご紹介 ★ 



 

トム・ソーヤ通信 №353 
 

◇ ありがとうの奇跡 ◇ 

一般書 159 コ   小林 正観 ／ 著  ダイヤモンド社 
 

「ありがとう」という言葉には不思議なパワーがあります。言う人も言われた人も、自然と

前向きになれる魔法の言葉。子どもの頃は素直に言えたのに、大人になるとなぜか言えずに

飲み込んでしまうことがあります。 

 この本の中には、「ありがとう」の言葉や気持ちを表現することで起きた数々の奇跡が登場

します。今の自分、そして未来の自分を少し明るくするために意識したい言葉との出会いが

待っています。「いいな」と感じる言葉に出会ったら、ぜひ何度も唱えて自分のものにしてい

きましょう。何か良いことが起きるかもしれません。           by ゴジ 

 

◇ 偽善者たちへ ◇ 

一般書 304 ヒ  百田 尚樹 ／ 著  新潮社 
 
氏のメールマガジンから編集されたこの本、「薄っぺらい正義」「人権派という病」「野党の

愚」など刺激的かつ痛快な目次に好奇心が憎いほど煽られます。確かに一つ一つの話題は旬

を過ぎてはいますが、アレは何だったのかという記憶に残るニュースを面白くもまっとうな

視点で斬りこんでいます。伝えられた情報が一体どんな服を着せられていたのか、偽善者た

ちに「王様は裸だっ！」と大声で叫ぶこの本を年始の話のタネに大いに活用していただけれ

ばと思います。                        by コマさんぷる 

 

◇ 山の上のランチタイム ◇ 

一般書 913.6 タカ  高森 美由紀 ／ 著  中央公論新社 
 

青森県の南に位置する標高 500メートルの葵岳。そのふもとにほのぼのと佇むレストラン

『コッヘル デル モタキッラ』。季節のメニューや地元自慢の食材が並ぶお弁当を目あてに訪

れる客や登山者達でいつも大賑わい。切り盛りするのは、ギネス級のイケメン店長登磨と、

その甥の美少年瑛太(中学 2 年)にへっぽこ従業員美玖の 3 人。それぞれが抱える過去の傷跡

が交差する折、口元がほころぶ香しいメニューが続々登場し、3人の行方のスパイスとなる。

なんともしあわせになる美食小説をぜひご覧ください😋。        by リリー 

 

◇ ながーい５分みじかい５ふん ◇ 

 児童書Ｅナガ  リズ・ガートン・スキャンロン ＆ オードリー・ヴァーニック ／ 文    

オリヴィエ・タレック ／ 絵   光村教育図書 
 

れつにならんでいるときは5ふんなんて まてな～い! ジェットコースターに のってい

るときは5ふんって あっというま! おとなの5ふんって めちゃくちゃ ながいんだよね。

おなじ 5ふんでもぜんぜんちがう。 

感じる時間の長さと時計の時間とは違う。なぜだろう？ ５分は長いのかな？ 短いのかな？ 

時間のおもしろさにふれる絵本です。                by ドラ 

 
 

 

★ 毎月、新着図書の中から、職員が 

お薦めの本を紹介しています。★ 

 



 

◇ ア ド リ ブ ◇ 

児童書 913 サ  佐藤 まどか ／ 著  あすなろ書房 
 

イタリアの小さな田舎町で暮らすユージ（祐司）は、母に連れられて行った大聖堂のコン

サートで、運命の楽器と出会う。静かなオーケストラの伴奏をバックに、天使の声のような

美しい音を奏でるフルート。その日の帰り、ユージは言った。「ぼく、フルートをやりたい」

それまで楽器に触ったこともなかった 10歳の少年が、国立音楽院の入学試験に挑戦する。

そして…。                            by みーやん 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

★ 図書館おはなし会 ★ 

１月 8 日（水） 、１5 日（水） 、２2 日（水） 

午前１０時 ～ １０時３０分 

 

★ エプロンヒロ子さんのエプロンシアター ★ 

  １月１１日（土） 午前１０時 ～ １０時３０分 

 

★ ぽっぽのおはなし会 ★ 

  １月２９日（水） 午前１０時 ～ １１時 

 

 ★ 2 月 2 日（日） 午前 10 時 ～ 正午 ★ 

  ＊ ウォーキングロードと図書館屋上で行います。 

（ 雨天時は、図書館 2 階ひだまり交流テラス ） 

＊ お申込みは不要です。 ＊ 時間内、途中参加 OK です。  

すべて 参加自由 ・ 

無料です。 会場は、 

１階おはなし室です。 

「 第 14回図書館バードウォッチングの会 」 

「おはなし会 」 のお知らせ 

 

「 野菜づくり講座 」 

＊＊ プランターで簡単！ 野菜づくり ＊＊ 

★ 日 時 ： 2 月 20 日（木） 午前 10 時 ～ 11 時 30 分  

★ 会 場 ： 図書館 2 階会議室 

★ 定 員 ： ３０名 （ 事前にお申込みが必要です。）  

 

 

 

 


